
日本基督教団 八ヶ岳教会 降誕後第一主日礼拝  NO.1204  2021 年 12 月 26 日 10:30~ 

牧師  山本護        司式  青柳均     奏楽 山本恵美  ※讃美歌は二番までうたいます                                                                     

前  奏 黙想 

讃 美 歌  31 わがみかみよ 

祈  禱 

信仰告白 使徒信条 566 

聖  書 出エジプト記 1:22~2:3 

       マタイによる福音書 2:16 

讃 美 歌 102 もろびと声あげ 

説  教  『 エジプトとベツレヘム 』 

祈  禱 

讃 美 歌  118 くしき星よ、やみの夜に 

献  金 

讃  詠  547 いまささぐるそなえものを 

黙  禱 

主の祈り  564 

頌  栄 542 世をこぞりて 

祝  禱   後  奏        

 神の民をエジプトから救い出すモーセ(出ｴｼﾞﾌﾟﾄ 3:10)。自分の民を罪から救うイエス(ﾏﾀｲ 1:21)。千

数百年も時代は離れているが、両者にはその出生に関連して悲惨な類似がみられる。「ファラオは全国

民に命じた。〔生まれた男の子(ﾍﾌﾞﾗｲ人の)は、一人残らずナイル川にほうり込め。女の子は皆、生か

しておけ〕(出ｴｼﾞﾌﾟﾄ 1:22)」。こうして神の民の男児が数多く殺されたが、モーセは生き延びた(2:10)。 

イエスの誕生に際して、「ヘロデは～ベツレヘムとその周辺一帯にいた二歳以下の男の子を、一人残

らず殺させた(ﾏﾀｲ 2:16)」。しかし幼子イエスは、間一髪生き延びた(2:14)。神の民イスラエルが救われ

るためにも、イエス・キリストの民が救われるためにも、膨大な数の子供たちの犠牲があった。 

私たちが罪と死から解放されているのは(ﾛﾏ 6:6~7)、キリストが「ただ一度罪(私たちの)に対して死

なれた(6:10)」からではあるが、贖いの十字架の影は膨大な数の子供たちによって模られている。私

たちがキリストの死と復活にあやかり(6:5)、神に対して生きている驚くべき恵みは(6:11)、イエスは

もとより子供たちの犠牲によって実現した。だから今、私がここに在ることの尊さに愕然とする。 

 奴隷状態から脱出したイスラエルの民は、40 年間荒れ野を旅して(申命 8:2)、約束の地に辿り着く。

民を率いたモーセは山から約束の地を見渡すが、そこに入ることなく死んだ(34:4~5)。聖書の付録地

図を見ながら、ここに定着した民の信仰を想像した。北のガリラヤ湖を源とするヨルダン川は、エル

サレム近くの死海に注ぎ込む。海抜よりもずっと低く、外海から隔絶された死海で塩分濃度を上げる

ように、信仰の純度は高められていき、王国滅亡後に民が世界中に散っても信仰と文化は継承された。 

 十字架から始まるキリストの信仰は、イスラエルのように閉じられて純度高める「死海」であると

同時に、未知の沃野へと広がる「地中海」でもあった。復活したイエスは弟子たちに「あなたがたは

行って、すべての民をわたしの弟子としなさい(ﾏﾀｲ 28:19)」と命じ、彼らは海を渡ってキリストを宣

べ伝えた。キリスト信仰は歴史の中で、ビザンチン風やローマ風など多様な装いを得るが、死海で精

錬された信仰の核心は、何処に定着しても唯一。その核心が海路で極東アジアの日本にも伝えられた。 

十字架で贖いの業を為したイエスの姿には、ベツレヘムとエジプトでの、子供たちの犠牲が重なっ

て見える。私の生と死は、私だけのものではない。家族や親しい仲間のものでもない。私が呼吸し、

一喜一憂し、神に祈り、神に背くことは、キリストの犠牲によって成り立っている。試み、挫折し、

そして神の創造に与っているのは、あの子供たちの犠牲があってのこと。神の御子が降誕した奇跡を

祝う時、贖いの死である十字架の犠牲を思い、子供たちの犠牲も併せて思い起こしてほしい。 

最後にもう一つ、モーセとイエスの類似を見ておこう。「エジプト」だ。モーセと神の民は、ファラ

オが支配するエジプトを脱出して自由を得た。イエスと家族は、同じ信仰(ﾏﾀｲ 2:8)の内にいるヘロデ

が支配するベツレヘムから、異境(異教)のエジプトに逃れた(2:15)。この対照は実に印象的。異教の地

は迫害にもなり、救いにもなる。同じく同郷(同じ信仰)は、救いであるが、迫害にもなるらしい。教

会はこれを戒めとして聞きたい。つまり扉は重いので、蝶番に油をさし、出入りしやすくしておく。 

主の降誕は闇夜の光だった キリストの光を充分にいただいたなら 目を凝らして闇を探ってみよ 

エレミヤの預言通り(ﾏﾀｲ 2:17~18)で驚愕するだろう いつの時代にもこの闇はあり それゆえ光も 

2021年の礼拝は今日が最後です。今年もいろいろなことがありましたね。新年の礼拝は 1/2で役員

会もおこないます。12/29(水)9:30～大掃除をして昼前頃から餅つき、餅つき参加だけでも可。 

礼拝堂・集会所の住所：408-0012 山梨県北杜市高根町箕輪 2265-3   

連絡・問い合わせは牧師へ：408-0205 北杜市明野町浅尾新田 1324  TEL 0551-25-4008  

ﾒｰﾙ komechan.olive @ orange.zero.jp  HP は「日本基督教団八ヶ岳伝道所」で検索して下さい。 


